










要約 

普及の容易な分染法の開発の目的には,螢光顕微鏡を用いないQバンド分析法を,ほぼ実用

化することに成功した。染色体変異検出法の開発については,LBA 法と変異部分の顕微分光

光度計による測定,さらに標準偏差を単位として平均値からのズレにより分類する方法に

より,極めて良好な変異検出力が得られる事を明らかにした。最後の方法は通常の Cバンド

標本や,顕微分光光度計を用いない場合にも有用であり,広く採用されることに期待したい

。Xの変異については,LBA 法によりヘテロと思われる症例を経験した。他の方法による確

認を試みている。リンパ球の凍結保存後に長期培養株を樹立する試みについては,30%程度

の成功率が得られた。応用範囲が広くきわめて有用な技術と思われるので,さらに改良を試

みている。 


